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要旨要旨要旨要旨 

 

 グローバル化に伴い、ヒトやモノの移動にも変化があり、多言語・多文化社会も広がる。言語

と文化の境界を超え、複数言語で双方向的な行動ができる市民を育てることが急務になっている。

本研究は、香港の複言語話者を調査し、複言語意識と複言語使用行動を分析・考察することを目

的とする。 

 本研究では、実際の接触場面で複数言語使用をしている香港の大学生と社会人 8 名を調査対象

にした。具体的には、①(姫田 2015,p.138)の「言語ポートレート」を参考にし、「複言語ポートレー

ト」を用いて調査を行い、その結果に基づき、②半構造化インタビュー調査を行った。母語以外

複数の言語を学び始めた理由、学習動機づけ、継続目的、学習ストラテジー、実際の生活や職場

で複言語使用するときの感情・言語選択理由などについて尋ね、得られた回答から個人の言語学

習経験、言語使用場面の経験に焦点を当て分析を行った。分析方法は、大谷(2011)が開発したSCAT

分析方法を用い、調査対象の着目すべき語句などを拾い上げて分析し、言語意識や言語行動につ

いてテーマ・構成概念の順にコードやストーリーラインを作り、概念化し、考察した。 

 大学生の事例である EJ1 の複言語ポートレートでは、最も大切な言語は英語と日本語だとわ

かった。心臓に日本語と英語を位置付けたことからそれらが心に響く感情を持つ言語だとわかっ

た。複数の言語を使う場面では、初対面で留学生に会った際英語を使用していることから、英語

が最優先される言語であり最も効果的なコミュニケーションの道具だと考えられる。また、EJ2

は多様なコミュニティに積極的に参加しているため外国語学習の意欲が強くなり、目標言語を駆

使し、個人の感情・複言語意識を用いて自己実現を果たしている。EJ2 は非母語話者顧客との仕

事場面で異文化や、日本語使用への不安を持っているので、＜ヘルメットのような保護作用＞が

発揮できる英語を第一優先の言語として使用している。そこには英語は仕事において悪い評価に

ならないような存在という複言語意識行動の特徴が示されている。 

社会人の事例で、MJ1 は日本語学習へ投資し、物的資源(香港の日系企業の仕事)と象徴的な資源

(日本語の能力)という報酬を得た。仕事のタスク達成のためには、重要な情報のみを通訳するだけ

で十分だと気付くようになった。伝達能力とインターアクション能力をさらに身につけることが

複言語行動の緊急課題だと考えている。MJ2 は接触場面の増加・拡大によって、多様なコミュニ

ケーション・ストラテジーを使うようになり、結果的に自身の話題が豊富になるという変容を体

験した。「Language is Power」という信念を持つ MJ2 は、複数の言語ができることが視野を広

くするという複言語意識を堅持している。 

 本研究の結論では、調査対象の複言語意識の形成は、理想の自己を実現する過程で行われたこ

とがわかった。複言語の言語能力に対し、自己決定で要求度を決めることが明らかになった。複

言語使用では、相手に合わせること、及び自分の利益を得ることを基準として、複言語を選択し

コードスイッチングしている調査結果が得られた。多言語使用の接触場面で生じる問題に対する

言語使用行動は、CALP(学習言語能力)と BICS(伝達言語能力)を大切にしているほか、多様なコ

ミュニケーション手段も使用していることがわかった。 
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本研究の意義は、複言語ポートレートを使用し、調査対象者が既習した複数の言語と、それぞ

れにとってのその価値、存在意義を絵で示してもらい、さらにそのような位置づけについて語っ

てもらったことである。さらに、複言語学習者が生涯学習などを通して、複言語使用者の役割を

担うようになるプロセスを可視化したことである。今後実際の接触場面での複言語使用の機会が

増えると同時に、様々な複言語コミュニケーションの問題が生じると思われる。本研究の考察か

ら得た問題解決のための方略が、今後の言語教育の改善に役立つことを望んでいる。 

最後に、この研究は調査時間と調査対象の人数に限界があり、個別的な要素と社会的な要因に

より異なる調査結果が出る可能性があるので、一般化はできない。言語意識は個人的に変化し得

るものであり、本研究で記述した全ての調査協力者から得たデータを考察した言語意識も流動的

に変化するので、今後、ほかのコミュニティの様々な複言語学習者を研究対象にし、多様な接触

場面で彼らの複言語意識と行動を考察し、それぞれの多言語社会における複言語使用の問題と解

決方法が対照、分析されることを今後の課題としたい。 
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